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ミッション 
• ナチュラルセラピーの分野で質の高いスキルと資格を提供し、国内や海外に

おいて雇用機会を創出することを目指す 
• 高いレベルでトレーニングを提供し続けることを目指し、国内・外でのリサー

チを実施する 
• 高度な技術を開発しナチュラルヘルス業界のリーダーとなる 
 
ビジョン 
• 学校退学者（若者）に対し国際的な資格を提供し、彼らが海外教育機関でさ

らなるステップアップを図る土台を築くことで、ニュージーランドの教育水準を

広く知らしめる 
• 生徒が自分のポテンシャルを十分に発揮し、NZ社会に貢献できるよう勇気

づける 
• “ヘルス＆ウエルネス”関連コースや、スクール及び産業においてステップア

ップの土台づくりをする 
 
特徴 
アロマフレックス・アカデミーは、アロマセラピー、リフレクソロジー並びに解剖生理

学に特化したコースを提供する私的教育機関です。NZQAに認定された資格コー
スを教えています。詳しくはこちらをご覧くださいwww.nzqa.govt.nz  
 
アロマフレックス・アカデミーはニュージーランド南島北部に位置するネルソンに所

在しています。当校の専門コースを学ぶため、ニュージーランド国内や海外から社

会人受講生が集まります。現地の受講生には、新たにキャリアをスタートさせたい

と願う子育て中の女性もいます。また“ウエルネス”産業でキャリアを積みたいと考

える学校中途退学者（young leaver）の入学も多くなってきています。現在のトレンド

の影響もありこの産業はますます脚光を浴びています。 
 
特徴とイニシアチブ: 
• アロマフレックス・アカデミーはニュージーランドとオーストラリアにおいて、唯

一International Federation of Professional Aromatherapists (IFPA), Great 
Britain認定のコースを教えることができる教育機関。（1998年3月登録） 
卒業生はアロマフレックスで取得した資格で、世界中ほぼどの国でも専門

分野を生かして活躍できると同時に、世界中のIFPA認定校に就学すること
が可能。詳しくは下記のサイトを参照www.ifparoma.org 

• 2007年3月カナダReflexology Association 認定取得。 
同組織よりリフレクソロジーと解剖生理学コースの認定を受ける。 

• 2008年5月、英国International Therapy Examination Council 認定取得。当校
ITEC認定専門コースは英国政府認定。www.itecworld.co.uk  



                                   

 3 

アロマセラピー・ディプロマ・コース 
 

ねらいと目的 

NZQA Level 6 アロマセラピー・ディプロマ・コースは、理論、実技並びにケー
ス・スタディの3つの分野から構成されており、ニュージーランドのネルソンで開

講される1年を要する講座です。 

このIFPA認定NZQA Level6アロマセラピー・ディプロマ・コースの主なねらいは、
受講生がマッサージ技法とエッセンシャルオイルを用い、リラクゼーションやスト

レス解消を目的としたトリートメントを提供できるようにすることです。 

 

• 補完療法・ケア産業に興味がある方に、ニュージーランド国内資格認定

Level 6のスキルを提供すること 
• 英国資格認定Level 3 のスキルを提供すること 
• 受講生が、アロマセラピストとして就業した際、必要とされる能力が発揮で

きるよう、スキル、テクニック、素養や姿勢を開発する機会を提供すること 

受講生は、アロマセラピー・トリートメントの理論を学ぶほかに、精油の化学、及

び各精油に関する禁忌や安全性に関する知識を修得するほか、トリートメントを

正しく行うために必要な知識とスキルを身につけます。 

資格構成 

アロマセラピー理論 

実技（ケース・スタディー含む） 

解剖生理学・病理学 

 

次回のアロマセラピー・ディプロマ・コースは2010年3月1日に開講し2010年12月
3日に閉講します。最終試験は11月15日の週から12月3日にかけて行われます。
スクールホリデーは合計で6週間、ステージ（授業単位）の合間に設けられてお
り、NZ政府に定められたスクールホリデーと同じ時期に設定しています。 

 

本コースの詳細及び授業料に関しましては、アロマセラピー・ディプロマ受講申

請案内書をご覧ください。 
 

 

 

アロマセラピー・イントロダクション・コース 
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本コースは下記に興味がある方向けにデザインされています： 

• アロマセラピーの基礎知識を身につける 

• 15種類の精油の用途（自宅並び個人的使用向け）を学ぶ 

• 精油の効果的かつ安全な使用法の修得 

• フルボディ・マッサージに必要な基本テクニックの修得 

コース修了後は、アロマセラピー・ディプロマ・コースまたは 

アロマサイエンス・サティフィケート・コースに進むことも可能です。 

 

コース内容： 

• アロマセラピーの歴史（過去と現在） 
• 精油 ‒ 10種類 
• キャリアオイル ‒ 5種類 
• 精油効果クロスリファレンスチャート 
• ブレンディング技法 ‒ 自分に適したブレンドづくり 
• アロマセラピーマッサージ（フルボディ）の基本テクニック修得 
• アサインメント及びケース・スタディ 
 

コース基準をすべて満たした受講生にはサティフィケートが発行されます。 
NZQA Level 4        
 
授業料: $200.00NZ                  
 

開講日 閉講日 日数 曜日 時間 
2010.1.16 2010.1.17 2 土・日 9.15 am – 4.15 pm 
2010.3.1 2010.3.2. 2 月・火 9.15 am – 4.15 pm 
2010.5.8  2010.5.9  2 土・日 9.15 am – 4.15 pm 
2010.8.9 2010.8.10 2 月・火 9.15 am – 4.15 pm 

2010.11.13 2010.11.14 2 土・日 9.15 am – 4.15 pm 
2011.1.15 2011.1.16 2 土・日 9.15 am – 4.15 pm 

 
 
 
 

アロマセラピー・ディプロマ  – Stage 1  
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革新的かつ実践的な治療法とブレンディング技術、新しいチャートの記入法が

紹介され、薬草を用いたセラピーを学ぶ楽しみが増すコースです。精油・キャリ

アオイルの用途に加え、首・肩のこりをほぐすマッサージ手技を学び実践的トリ

ートメントを修得します。 
 

ステージ1内容： 

• 精油20種類 
• キャリア・ベースオイル5種類 
• 精油効果クロスリファレンスチャート 
• ブレンディング技術 ‒希釈・ブレンド・シナジー 
• フルボディアロマセラピーマッサージ及び30分首・肩マッサージ技術 
• 化学 ‒ 光合成、植物のファミリー及び生物学  
• 解剖生理学  
• 病理学-アロマセラピーと筋肉系、皮膚系、及び骨格系 
• アロマセラピーの歴史 
• 精油- 製造法と純度について 
• 精油の安全性 
• スペシャルトピック  

‒ バッチフラワーレメディ 

‐傾聴スキル 

    - 学習法 

• アロマセラピーのアサインメントとケース・スタディ 
 
NZQA Level 6 
 

オプション 開講日 閉講日 曜日 時間 
フルタイム 2010.3.3 2010.4.30 水、木、金 9 .00am – 4pm 
 

 
 
 
 

アロマセラピー・ディプロマ   – Stage 2 
 
このコースでは妊娠前、妊娠中、そして産後の女性のケアに対応するブレンド

やホルモンについての特別授業が組み込まれています。またキャディ・プロファ
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イル（精油の化学）の授業もここから始まり、精油に関する知識がさらに深まり

ます。オーガニック化学の領域は知性をさらに刺激し、精油を学ぶ楽しみをさら

に広げてくれるでしょう。 
 
ステージ２ 内容： 

• 精油20種類（ステージ１とは異なるオイル） 
• キャリア・ベースオイル5種類 （ステージ１とは異なるオイル） 
• 精油効果クロスリファレンスチャート 
• フルボディ、妊婦＆フェイシャルマッサージ手技 
• ブレンディング技術 ‒希釈、多様な療法  
• 精油の化学 ‒ オーガニック化学入門 
• 解剖生理学 
• 病理学：アロマセラピーと甲状腺、生理に関する症状と更年期障害 
• スペシャルトピック 

 ‒ 精油とチャクラ 

     - アロマセラピーと妊娠１ 

     - 危機的状況にあるクライアントの対応法 

• アロマセラピーのアサインメントとケース・スタディ 
 
NZQA Level 6 
Local Course Approved 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

アロマセラピー・ディプロマ  - Stage 3 
 

オプション 開講日 閉講日 曜日 時間 
フルタイム 2010.5.5 2010.6.25 水、木、金 9 .00am – 4pm 
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このコースでは、スポーツマッサージ手技を通じ精油の使用範囲が広がります。

また、入門レベル・リフレクソロジーの授業では足裏について学び、化学の授業

では引き続きキャディ・プロファイルの知識に基づき精油の化学構成を確認しま

す。このレベルではケース・スタディを通じて、特定の疾患に対する精油の効果

を検証するアサインメント（調査研究報告の課題）が与えられます。 
 
ステージ３ 内容：- 

• 精油20種類（ステージ２とは異なるオイル） 
• キャリア・ベースオイル5種類 （ステージ２とは異なるオイル） 
• 精油効果クロスリファレンスチャート 
• アロマセラピーと妊娠 ‒ 産後のケア 
• アロマセラピー90分トリートメント,  

フル・アロマセラピフェイシャル 

• スポーツマッサージ手技 
• ブレンディング技術 ‒ 精油のコンプレス、オメオパシー希釈 
• 化学 ‒ 精油、特性とその組成 
• 解剖生理学  
• 病理学 ‒ 循環器系、リンパ系、免疫系、及び呼吸器系 
• アロマセラピー倫理とメンバーシップ 
• スペシャルトピック 

 - リフレクソロジー入門 

        - キネシオロジー – K Power – (五行の基礎と筋肉テスト) 
       - アロマセラピーと妊娠・産後のケア 
• アロマセラピーのアサインメントとケース・スタディ 
 
NZQA Level 6 
Local Course Approved 

 
 

 
 
 

アロマセラピー・ディプロマ – Stage 4 
 

オプション 開講日 閉講日 曜日 時間 
フルタイム 2010.6.30 2010.9.3 水、木、金 9 .00am – 4pm 
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ディプロマ・コースはこれが最終ステージとなり、ここまでの授業をすべて修了

することが最終試験受験の条件となります。ここでは与えられるレシピに基づき

リップバーム、クリーム、ワックスそしてローションといったアロマセラピー商品の

製造法を学びます。また職場体験そして独立開業に向けた準備に焦点を当て

た授業が行われます。産業の需要に伴い、受講生の一部は、コース修了と同

時にアロマセラピスト/マッサージ・セラピストとして就職する場合も少なくありま

せん。 
 
ステージ４内容： 

• 精油20種類（ステージ３とは異なるオイル） 
• キャリア・ベースオイル5種類 （ステージ３とは異なるオイル） 
• アロマセラピーマッサージ ‒ 試験に向け手技を洗練させる 
• ブレンディング技術 ‒ スキンケア ‒ アロマセラピースキンケア製造 
• 化学復習  
• 解剖生理学‐小テスト 
• アロマセラピーと病理学 ‒消火器系、肝臓、泌尿器系 
• ビジネス & 時間管理 &プロとしての心得 
• スペシャルトピック  

‒ アロマセラピーと高齢者・傷のケア 

      -  アロマセラピーと応急処置（ファーストエイド） 

                         -  栄養学 

• アロマセラピーのアサインメントとケース・スタディ 
 
NZQA Level 6,  
Local Course Approved 
 

 
 
 
 
 

アロマセラピー・ディプロマ・コース編入方法 
 

オプション 開講日 閉講日 曜日 時間 
フルタイム 2010.9．8 2010.11．5 水、木、金 9 .00am – 4pm 
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アロマサイエンスのコースは、NZROHA、ITEC＆IFPA認定のアロマセラピー・
ディプロマ・コースと同じ内容を基礎に構成されています。ディプロマ・コースと

の違いは、高度なマッサージ手技と、解剖生理学が講座内容に含まれていない

ことです。化学及びローズマリー・キャディ・ケミストリ（UK）に関してはディプロ

マ・コースと同じ内容になっております。アロマフレックスは上記（キャディ・プロ

ファイル）の知識を教える権利を得ており、最新の情報・知識をわかりやすい形

で受講生に提供しています。 

 

アロマセラピー・ディプロマ・コース編入条件 

• アロマサイエンス通信コースの修了 

• 解剖生理学通信コースの修了 

• ホリスティック・マッサージコースを受講し、1年または2年間のうち2週間は

来校し授業を受けること及び全課題の提出と、必須受講時間を満たすこと。 

 

資格構成 

• アロマサイエンス・サティフィケート 

• 解剖生理学・サティフィケート 

• ホリスティック・マッサージ・ディプロマ 

 

アロマサイエンスと解剖生理学は1年間に同時並行で修得することが可能です。

また、ホリスティック・マッサージ・ディプロマは同じ年にもしくは翌年に受講する

ことが可能です。 

本コースはワークブックとケース・スタディが設けられています。 

 

申込について 

詳しい情報については直接アロマフレックスにお問い合わせ、もしくは当校ウエ

ブサイトでご確認ください。www.aromaflex.co.nz  
 

 

 
  
 
 

アロマサイエンス・サティフィケート 
 
ねらいと目的 
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NZQA Level 4アロマサイエンス・サティフィケートの主なねらいは、ホリスティッ
クなアプローチにより、リラクゼーション及びストレス解消を目指したアロマセラ

ピー製品の使用法を教授することです。 

 

その他のねらい 

• 補完療法・ケア産業に興味がある方に、NZQA Level 4 のスキルを提供す
ること 

• すでに補完療法・ケア産業に従事されている方にNZQA Level 4資格取得
の機会を提供すること 

• 受講生が補完療法・ケア産業においてアロマトロジストとしてLevel 4の資
格認定を受けること 

• 受講生が補完療法産業で働くことに興味関心を持たせ続けること 

• 補完療法・ケア産業におけるLevel 4の知識と理解を促進すること 
• セラピー全般において鍵となるスキル並びに、クライアントとのコミュニケー

ション、他セラピストとの共同作業や問題解決能力といった広義におけるス

キルに注力する機会を提供すること 

• 受講生が、アロマトロジスト（マッサージを除外したアロマセラピーの学問）

として就業した際、必要とされる能力が発揮できるよう、スキル、テクニック、

素養や姿勢を開発する機会を提供すること 

受講資格： 

適切な英語能力を持ち合わせていること 

 
必須受講時間： 

アロマサイエンス・コース受講中に、アロマセラピーイントロダクション・ワークシ

ョップに参加すること（ワークショップ受講料はコース費用に含まれています） 

過去に同等レベルのワークショップに参加された方は、受講免除を受けられる

場合がありますので、修了証明書を提出ください。 

 

資格構成： 

４ステージ構成の通信教育コースです。 

 

 

• ステージ１：アロマセラピー入門及びアロマセラピーステージ１ 
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30種類の精油と10種類のキャリアオイル、製造法、抽出法と安全性、嗅覚、
オイルの体内浸透ルート、アロマセラピーの歴史、ブレンディング（調合）技

術、使用法他 
• ステージ２：  

20種類の精油、10種類のキャリアオイル、精油の化学及び用途と組成の
関連性、ブレンディング技術、レシピ、使用方法他 

• ステージ３：  
20種類の精油、10種類のキャリアオイル、リサーチ‐ジャーナルに載せる記
事を書く、ブレンディング技術、レシピ、使用法、アロマセラピー化粧品/リッ
プバーム/フェイス・クリーム他 
 

• ワークブック並びにケース・スタディの提出 
 
学習所要時間：７５６時間    NZQA Level 4 
 
 
アロマフレックスでは、本コースが世界で提供されているアロマセラピー通信教

育コースの中でもっとも包括的なコースの一つであると自負しています。 
 
本コースはご希望の時期に受講を開始できます。入学申請と授業料の納付が

完了した日から通信教育が開始いたします。 

 

詳しくはアロマサイエンス・コース案内をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ITEC ホリスティック・マッサージ・ディプロマ  
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英国認定：QCA100/2404/9 Level 3 
NZQA: レベル判定中 
 
説明 
補完療法における基礎コース。施術する身体の部位すべての構造・役割等、解

剖生理学について幅広い知識を提供するコースです。伝統的な手技を取り入

れたホリスティック・マッサージの全身トリートメント（施術）法を学びます。コース

修了後はアロマセラピー・ディプロマに進むことが可能です。 
 
 
資格構造  
Unit 1 解剖生理学（受講生は解剖生理学を本コースと並行して受講する、もし
くは、本コース受講必須条件としてすでに解剖生理学のコースを修了済みであ

る必要がある） 
Unit 2.1 ホリスティック・マッサージ理論 
Unit 2.2 ホリスティック・マッサージ実技 
Unit 22 プロフェッショナル・コンダクトとビジネス意識 
 
アセスメント（審査） 
a. すべてのUnitに設けられた試験はITECにより実施される 
b. ケース・スタディ：ITECにより設定された知識と能力が反映されていることを
検証するため、受講生がUnitごとに提出するケース・スタディを講師が評
価・採点する。最終的にこれをITEC外部試験官が実証する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ITEC スポーツ・マッサージ・ディプロマ 

開講日 閉講日 曜日 時間 
2010.2．8 2010.2．19 月―金 9 .00am – 5pm 
2010．11．8 2010．11．19 月―金 9 .00am – 5pm 
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ITEC Level 3 スポーツ・マッサージ・ディプロマの説明  
ねらいと目的  
ITEC Level 3 スポーツ・マッサージ・ディプロマの受講にはITEC Level 3 ホリス
ティック・マッサージ・ディプロマの取得が必須条件となっています。 
本コースはITEC Unit27スポーツ・マッサージに関し、理論、実技、ケース・スタ
ディの3部で構成されています。 
ITEC Level 3 スポーツ・マッサージ・ディプロマの主なねらいは、受講生が運動
前後にマッサージを通じた怪我の治療、並びにアスリートのパフォーマンス向上

を促すことです。 
受講生はすべてのトリートメントに関する理論を学ぶとともに、生体構造、特に

筋肉の起点と付着点を学習し、スポーツマッサージを施すために必要な知識や

スキルも修得します。ディプロマ取得にはケース・スタディの提出も必須となりま

す。ケース・スタディは内部評価の対象となり、講師はITEC Case Study 
Guidance sheetを使用し、トレーニング期間中継続してこれを評価・査定します。
ケース・スタディはコース終了時、ITEC試験管が実技試験を行う際に検証され
ます。ケース・スタディは受講生がまだ教育機関の監視下にあるうちに、多様な

クライアントをコンサルテーションし、トリートメントを施術すること、また、トリート

メントの結果を記録することで、多様なクライアントと症状に対応した施術を施

す経験を得るために設けられています。ケース・スタディには、スポーツ・マッサ

ージ・トリートメントの種類、施術の結果、及びアフターケアの詳細が記述されて

いることが条件となります。 

本ディプロマは、資格取得者がクリニックの経営や訪問施術を行うことを可能

にします。 

また資格取得者は、ヘルスクラブ、ヘルス・ファーム、スパ、ライナー（船）などと

いったケア産業で就職することも可能になります。 

また、ITEC ProfessionalsやITECディプロマを認識する他組織を介して損害賠
償や対人保険に加入することもできます。 

 
解剖生理学・サティフィケート通信コース  

開講日 閉講日 曜日 時間 
2010.1．11 2010.1.29 月‐金 (3週ブロック) 9 .00am – 5pm 
2010. 4.12. 2010．4.16 月‐金 （1週ブロック） 9 .00am – 5pm 
2010．7.5. 2010.7.16. 月‐金 （2週ブロック） 9 .00am – 5pm 
2011.1.10. 2011.1.28 月‐金 （3週ブロック） 9 .00am – 5pm 
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ねらいと目的  
解剖生理学の資格は、補完療法、美容、スポーツセラピーの資格全般における

基礎知識です。本コースは、全身体組織を網羅する12ユニットで構成されてい
ます。 
身体構造と直接関わる仕事上、セラピストにとり解剖生理学の深い知識は 
必要不可欠です。また、病気やその症状について詳しく知ることはクライアント

に施術を施すか否かを判断する際及び自分の知識の範囲内でトリートメントを

行う上で重要となってきます。 
 
ユニット１：生化学と病理学 
ユニット２：細胞、細胞組織と皮膚 
ユニット３：骨格系 
ユニット４：筋肉系 
ユニット５：神経系 
ユニット６：感覚器 
ユニット７：分泌系 
ユニット８：循環器系 
ユニット９：リンパ系と免疫系 
ユニット１０：呼吸器系 
ユニット１１：消化器系 
ユニット１２：泌尿器系と生殖器系 
 
 
試験について  
 
• 筆記試験（所要時間3時間）は全ユニットから約40問ほど出題されます。試
験はアロマフレックス・アカデミーで開催されますが、条件を満たしていれ

ばNZ国内、または国外のどこでも試験を受けることができます。 
詳しくは解剖生理学コース入学申込書をご覧ください。 

• ITEC筆記試験（所要時間１時間、4択）で、全ユニットから50問出題されま
す。 

 
 
 
 
資格のねらいと特徴  
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• アロマセラピー、美容、補完療法とスポーツ療法産業に興味がある受講生

に対し、NZQA Level 4のスキルを提供する 
• 英国のNational Qualification Framework Level 3のスキルを提供する 
• 補完療法、美容、スポーツセラピー産業でLevel 4 (NZ), Level 3(UK)の知
識と理解を広める 

• 解剖生理学コースのシラバスはコアヘルス、NZQAユニットスタンダードを
基準に構成されています。マッセイ大学で健康科学のコースを受講する際

には本コース修了が単位として加算されます。 
• 本コースのシラバスはIFPA（UK）の基準を満たしており、単体でも世界的
に認識されている資格です。オーストラアジアで唯一の解剖生理学資格取

得コースです。 
 
資格受講対象者： 
基本的な教育をお受けになった成人の方で、将来アロマセラピスト、リフレクソ

ロジスト、マッサージ・セラピストとして活躍されたい方（解剖生理学の資格は上

記資格認定コースの必須科目です） 
 
 
本コース開始日は受講生が決めることができます。基本的に、授業料のお支払

が完了した日がコース開始日とされます。 
 
学習所要時間：520時間      NZQA Level 4 
 
 
 
コースに関する詳しい内容、授業料の内訳は解剖生理学コース受講申込書を

ご覧ください。 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

アロマセラピーとチャクラ ‒ 1 Day ワークショップ 
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チャクラとは何か、アロマセラピーを通じてチャクラにバランスをもたらす方法と

は・・・・。このワークショップではチャクラと神秘体（またはオーラ体）、そして肉

眼的解剖学の関連性について学習していきます。また精油がどのようにしてチ

ャクラ・システムを強化・活性化し、私たちの身体に健康とバランスをもたらすか

を 考察します。経験豊かな講師が効果的なヒーリングの方法、チャクラのダウ

ジング、適切なオイルの選択と使用法を皆さんと共有するワークショップです。 
 
開講日 所要日数 曜日 時間 
2010.3.9.  1 火曜日   10:00am – 2.00pm 
2010. 5.25. 1 火曜日 10:00am – 2.00pm 
2010. 10.12. 1 火曜日 10.00am – 2.00pm 
 
 
授業料NZ $60.00.  受講証明書発行. 

 
妊婦のためのアロマセラピー、出産と赤ちゃん  

1 Day ワークショップ  
 

妊婦さんが自分の身体と赤ちゃんに適した精油の使用法について学ぶワーク

ショップです。受講生は精油が妊娠、出産、新生児、産後の母体のケアにもたら

す効果について理解を深めます。各種リサーチで検証されているアロマセラピ

ーの効能を利用してご自身とこれから産まれてくる赤ちゃんのための健康法を

実践してみませんか？ 
 
開講日 所要日数 曜日 時間 
2010. 3.16. 1 火曜日 9:30am – 2.30pm 
2010.9.14 1 火曜日 10.00am – 2.00pm 
 
授業料NZ $60.00.       受講証明書発行. 
 
 

 

 

 

リフレクソロジー・ディプロマコース 
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ねらいと目的 

NZQA level 5リフレクソロジー・ディプロマはLevel 3 ITECユニットから構成され
ています（解剖生理学、リフレクソロジー、プロフェショナル・コンダクトとビジネス

意識） 
NZQA level 5とITEC Level 3 リフレクソロジー・ディプロマの主なねらいは受講
生が足裏、手、耳の反射区に施術し、リラクゼーションやストレス解消を目的と

したトリートメントを提供できるようにすることです。 

 

その他ねらい： 

• 補完療法・ケア産業に興味がある方に、NZQA level 5(NZ)とITEC level 
3(UK)スキルを提供すること 

• すでに補完療法・ケア産業に従事されている方にlevel 5の資格取得機会を
提供すること 

• 受講生が補完療法産業で働くことに興味関心を持たせ続けること 

• セラピー全般において鍵となるスキル並びに、クライアントとのコミュニケー

ション、他セラピストとの共同作業や問題解決能力といった広義におけるス

キルに注力する機会を提供すること 

• 受講生が、リフレクソロジストとして就業した際、必要とされる能力が発揮で

きるよう、スキル、テクニック、素養や姿勢を開発する機会を提供すること 

資格構成 

• 解剖生理学 

• リフレクソロジー理論 

• リフレクソロジー実技 

• プロフェッショナル・コンダクトとビジネス意識 

 

資格取得について 

• イントロダクションワークショップの受講（または、同等のトレーニングを受

けている場合は修了証明書を提出） 

• ネルソンにおいて、3週間（フルタイム）の授業を受ける 

内訳：アドバンス1週間、臨床サティフィケート1週間、リフレクソロジー・ディ

プロマ１週間 

 

• 知識が実践に反映されるよう理論、実技、ケーススタディは同時進行

で教授されます 
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詳しい内容と授業料の内訳はリフレクソロジー・ディプロマ・コース受講申

込書をご覧ください。 

ネルソンで開講される3週間の集中トレーニングは月曜から日曜日の午前

9時から午後6時のスケジュールで行われます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リフレクソロジー・イントロダクション・コース 
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このコースは足裏の反射神経及びその機能等、リフレクソロジーついて学びた

い方向けの入門コースです。受講生は足裏療法を身内や友人に行う方法を修

得します。まったくの初心者から、リフレクソロジーを過去に少し勉強した経験が

ある方まで、どなたが受講しても多くの学びが期待されるコースです。実践の要

素が多いので受講生がトリートメントを受ける機会もたくさんあります。このコー

スを単体で受けることも、またリフレクソロジー・ディプロマ取得の第一歩と設定

することも可能です。   
 
コース内容 

• リフレクソロジーの歴史 
• リフレクソロジーとは 
• リフレクソロジーの働きと足裏の感覚 
• フットマッサージとリラクゼーションテクニック 
• 足裏の反射区 ‒ 反射神経の見つけ方 
• リフレクソロジーと禁忌事項 
• トリートメント後のアドバイス 
• 記録のためのチャートと書き方 
• アサインメントとケース・スタディ 
 
すべての基準を満たした方にはサティフィケートが発行されます。    
NZQA Level 4 
所要時間：16時間 
 
開講日 閉講日 日数 曜日 時間 
2010.2.20 2010.2.21 2 土・日 9.00am-5pm 
2010.5.10 2010.5.11 2 月・火 9.00am-5pm 
2010.9.20 2010.9.21 2 月・火 9.00am-5pm 
2010.11.27 2010.11.28 2 土・日 9.00am-5pm 

 
 
 

 

 

 

アドバンスド・リフレクソロジー・コース 
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リフレクソロジーの知識を深めたい方に最適のコースです。毎日の授業に理論
と実践テクニックの両方が組み込まれています。 

足裏は全身の地図のようなものです。受講生はリフレクソロジーを通じてこの

地図の読み方を学び健康促進や身体のバランスを整えることが可能になりま

す。リフレクソロジーは鍼灸と同じ起源から形成された古代から伝わる癒しのテ

クニックです。 
 
コース内容： 
• リフレクソロジー・ボディー・フィート・プレイスメント –足裏の反射神経と身体
のパーツのつながりを確認 

• リフレクソロジー実践スキル – Eunice Inghamに基づく伝統的なテクニック  
• 反射ゾーンセラピー 
• クランアントマネジメント – クランアントチャートと臨床診療 
• What Other Stories the Feet can tell –足について深い洞察を得る 
• 解剖生理学 
• アサインメントとケース・スタディ 
 
すべての基準を満たした方にはサティフィケートが発行されます。      
 NZQA Level 4 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

臨床リフレクソロジー・サティフィケート・コース  
 

開講日 閉講日 曜日 時間 
2010.2.22 2010. 2.28 月‐日 9am–6pm 
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このトレーニングは臨床リフレクソロジー・のサティフィケート取得につながるコ

ースです。本コースでは足に続き、手そしてそれが何を示しているのかを学び、

クライアントとリフレクソロジストの両方に新たなベネフィットをもたらす方法を提

供します。クランアントはリフレクソロジー・トリートメントのあと、この療法を用い

て自分自身のケアができるようになるでしょう。 

 

コース内容： 
• 手のリフレクソロジー 
• 足のチャクラ 
• リフレクソロジー実践スキル –リフレクソロジーフットトリートメント復習 
• PNF –固有受容性神経筋促通法［手技］ 
• クランアントマネジメント – クランアントチャートと臨床診療 
• 倫理、保険、プロフェッショナル・メンバーシップ 
• ビジネスマネジメントとマーケティング‐パート１ 
• 解剖生理学 
• ワークブック、リサーチ、トピックとケーススタディワーク 
 
すべての基準を満たした方にはサティフィケートが発行されます。  
 NZQA Level 4 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リフレクソロジー・ディプロマ・コース  
 

開講日 閉講日 曜日 時間 
2010.5.17 2010. 5.23 月‐金 9am–6pm 
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本コースは、国際的に認められたリフレクソロジー・ディプロマの資格取得につ

ながる最終試験を受ける上で条件となるトレーニングの最終ステージです。 
ここではカリキュラムに新しい題目‐耳‐が加わり、耳へのリフレクソロジーの施

しかたを学びます。これと同時にフット・リフレクソロジーの新たな手技が紹介さ

れ、経絡についても探求します。 
 
コース内容： 
• タッチや直感といった感覚をさらに磨く 
• 反射神経を洗練させる (the Max technique) 
• 耳に注目する/ 耳セラピー  
• 管理下における臨床診療体験 
• チャ―トに関する深い知識を身につける 
• 経絡 – 高度なアセスメントテクニック 
• ビジネスマネジメントとプロフェッショナルな仕事について 
• 解剖生理学  
• ワークブックとケース・スタディ 
 
NZQA Level 5 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中途退学、返金、授業料の賠償ポリシーに関して  
 

開講日 閉講日 曜日 時間 
2010.9.27 2010. 10.3 月‐日 9am–6pm 
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NZQA 、The New Zealand Qualifications Authority は、私設教育機関
(PTEs)に就学する生徒は、国営の高等教育機関で就学する生徒と異な
り政府からの経済的援助が受けられないことを認識しています。 
このため、NZQAは生徒が支払う授業料保護を目的に、質保証基準
（Quality Assurance Standard） の枠組みの中でPTEs に対し、2つの要請
を命じています。これらの要請は質保証基準スタンダード１のelement 
1.2.1に示されており、内容は以下の通りです： 
 
１．1989年制定の教育法s236Aに基づく信託口座を設けていること 
この条件は生徒がコースを中退する場合（教育法で設定された期間内

で中退する場合のみ） に生徒を保護するものである。教育法s236Aにお
いて、3か月以上のコースに就学している生徒は中途退学時に返金を求
めることができる。 
出席が必要とされるコースの開講日から７日間以内の退学の場合、 
支払われた全額、または、その金額から10%差し引いたもの、もしくは
$500どちらか低額の金額が返金される。 
PTEsは、コース（3カ月以上のもの）に支払われた授業料を即座に独立し
た信託口座に収めなくてはならない。この額（授業料、その他として扱わ

れるもの）は、生徒が入学したコースの開講日から（出席が必要とされる

授業の開講日から）8日後に返金可能となる。 
 
２．生徒が支払う授業料に関する賠償の措置もしくは免除証書を設定・

取得すること 
NZQAは私設教育機関(PTEs)に対し、破産、規制閉鎖、認定の取り消
し等、生徒の制御が利かない状況下における授業料の保護を義務付け

る、またはその義務の免除取得を義務とする。私設教育機関は講じる措

置に対しNZQAの承認を受ける必要がある。措置に関する免除を受けて
いる場合は、これに関するすべての変更または状況の変化を逐次

NZQAに報告することを義務づける。 
 
 
インターナショナル・スチューデント・パストラルケア行動規約 



                                   

 24 

CODE OF PRACTICE FOR THE PASTORIAL CARE OF 
INTERNATIONAL STUDENTS  
 
アロマフレックス・アカデミーは、ＮＺ教育庁が制定したインターナショナ

ル・スチューデント・パストラルケア行動規約に遵守した学校運営を行うこ

とを宣言しております。行動規約の内容は当校及びウエリントンに所在

するＮＺ教育庁で入手することが可能です。
www.minedu.govt.nz/goto/international 
 
 
学生ビザ/移民局に関して   
ビザやパーミットに関しての情報は下記のウエブサイトで確認できます。 
www.immigration.govt.nz  
 
 
健康・海外傷害保険に関して  
下記以外の生徒は、公的保証が受けることができません。 
*  NZ及びオーストラリアの永住権保持者 
*  NZ滞在中の英国民 
*  2年以上の臨時パーミット保持者 
 
インターナショナル・スチューデント・保険  
NZで学ぶ海外留学生は、渡航の段階から保険の加入が義務づけられ
ています。アロマフレックスで就学予定の受講生にはSouthern Cross 
Healthcareへの加入がお勧めです。詳しくは入学の手引を参照ください。 
 
 
詳しい情報は、インターナショナル・スチューデント・ニュージ

ーランド留学手引きでご確認いただけます。 
 
 
 
 
 
RECOGNITION OF PRIOR LEARNING‐コース受講免除申請書  
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Name/氏名: 
 
Address/住所: 
 
Telephone No/電話番号： 
:    
 
RPL が対象となるコース： 
 
RPLの対象となる資格証書とそのコースのシラバスまたはカリキュラム
の正規コピー（英語版）と、RPL手数料$30を同封してください。 
 

PRLを 
申請するコース内容 

免除の割合 
（全免除または部分免除） 

学んだこと証明する方法 

 
 

  

 
 

  

 
 

  

 
資格を取得した学校名: _____________________________ 
 
就学年数:________________________________ 
 
NSN番号の有・無： 番号______________ 
 
PRL申請は、ご自身が過去に取得された資格がアロマフレックスで受講
希望のコース内容と重複している場合、その内容の受講免除を受けるた

めの申請です。 
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コース申請書  (アカデミーに送付してください) 
 
下記のコースに関する受講案内の送付を希望します。  
 
_____________________________________________________ 
 
Name/氏名:__________________________________________________ 
 
Address/住所: ________________________________________________ 
 
Telephone Number/電話番号: 
_______________________________________ 
 
Email/メールアドレス: 
__________________________________________________ 
 
Signature/署名（サイン）: 
_______________________________________________ 
 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
選択されたコースの受講を確実にするために、受講申し込みの際授業料の20％を手付
金としてお支払いいただいております。授業料の差額はコース開講の2週間前までにお
納め願います。 



                                   

 27 

To secure a placement in a workshop, please include a 20% deposit of the course fees 
with your enrolment. The balance must be paid two weeks prior to starting. All courses 
must be paid in full before attending class. 
 
この学校案内は印刷時に有効であった情報を記載しています。内容が変更が

する場合がございますので、最新の情報はアカデミーにご連絡いただき、ご確

認いただきますようお願いいたします。 


